
 

 

 

 

 

 

 

 

６月２４日（金）３、４校時に、平成１９年度に本校高等部本科普通科を卒業さ

れ、現在（株）マイナビ大阪支社に勤務されている橋本晶弘氏にご講演いただきま

した。毎年講演会には、中学部、高等部の生徒、職員だけでなく保護者の方々も参

加され、卒業後の進路選択に必要な知識を得る良い機会となっています。在学中の

放送部での体験、就職活動、現在の勤務先についての話が中心でした。ご自身の体

験をもとに、具体例をあげて丁寧に話をしていただいたので、講演時間の70分は

とても短く感じました。講演後の質疑応答も活発で、その後の希望者だけの質問コ

ーナーにも10人近くが並ぶなど大変反響の大きな講演会となりました。 

                                    

 

 全盲の文化人類学者で、国立民族学博物館の広瀬浩二郎先生による講演会を開催

しました。次第に見えなくなる過程で経験した小学校時代の葛藤や盲学校に入学し

て驚いたことや発見したこと、現在の仕事に役立つ素地が盲学校で培われたことや

琵琶法師や瞽女（ごぜ）唄を聞き、貴重な体験となりました。障害者差別禁止法に

も触れ、「できること」「できないこと」を自分で伝えることの大切さを教えていた

だきました。１１月６日まで兵庫県立美術館で、「手で見る造形－つなぐ×つつむ

×つかむ－無視覚流鑑賞の極意」を開催しています。広瀬先生の解説を聞きながら

「さわる」鑑賞を是非体験してください。 

 

 

今年も期末考査終了後の７月１１日（月）から１５日（金）にかけて、高等部普

通科生徒全員が株式会社リエゾン、コープ福田店、神戸市立点字図書館、ケアハウ

スふるさと、NPO 法人ゆとり、みかんの木水堂、シャロームの各実習先で職場体

験に臨みました。梅雨の蒸し暑い中、実習先の皆さんのお世話になりながら、進路

を考える貴重な体験ができました。ありがとうございました。 

  

 

 ７月１３日（水）「ドライアイスで あら ふしぎ！」という活動に取り組みま

した。ドライアイスをビンに入れると圧力で「ポン！」と蓋が開きます。予想以上

の大きな音にビックリして「おばけが開けたんだ！」と大騒ぎのグループもありま

した。最後は砕いたドライアイスとカルピスでシャーベット作り。すごく冷たいア

イスに「おいし～♪」とみんないい笑顔。とても楽しく、気付きの多い時間を過ご

せました。 

 

 

 ７月 13日（水）５、６校時に、中学部行事として恒例のサマーハッピーデイが

行われました。プールで宝探しとジャンケン列車ゲームで遊び、体育館で各自希望

のアイスクリームを食べた後、古今東西山の手線ゲームで締めくくりました。中学

部生徒会が中心となって企画から運営まで取り組み、天候にも恵まれた夏の午後を

楽しみました。 
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幼小学部 なかよし会 

人権教育講演会 「さわる世界と視覚障害者の文化」 

  

高等部普通科 職場体験実習 

  

希希望望のの花花  

進路講演会 「夢に向かって」 

中学部 サマーハッピーデイ 


